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研究成果の概要（和文）：本研究は，中学校技術科の学習において「技術的能力を高める先行体験学習」につい
て検討し具体的指導法の開発を試みたものである。そして，開発した指導法の有用性を教育実践から検証し，先
行体験学習のありかたを考察したものである。研究機関の3年間を通じ，木材加工学習，エネルギー変換学習を
中心に様々な先行体験学習を開発し，教育実践を通じてその教育効果を検証した。その結果，開発した教材は，
いずれも技術科の設計学習における関心や思考力を育む結果が得られた。本研究により，技術科における効果的
な先行体験学習の具体例を提供できると考えている。

研究成果の概要（英文）：In this study, the author tried to develop the teaching method, prior 
experimental learning, for enhancing the students’ technological ability in technology education in
 junior high school. In addition, the author examined the effects of the teaching method based on 
the practical education. Through three years of the study, the author was successful in developing 
the various prior experimental learnings for enhancing the students' technological ability in 
general.

研究分野： 教科教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究では，中学校 技術科の学習におい

て「技術的能力を高める先行体験学習」につ
いて検討し具体的指導法の開発を試みてい
る。具体的には，次の２点に焦点を当てた。
１点目は，既有スキーマを再構成し知識の真
正性を促すための「失敗から学ばせる先行体
験学習」，２点目は，思考力・判断力・表現
力を促すための「試行錯誤できるトレーニン
グ教材」である。以下に，上記 2点における
研究の背景を示す。 
 
(1) 失敗から学ばせる研究 
技術科の製作学習は常に失敗と隣り合わ

せであるため，指導法を誤ると生徒の学習意
欲を低下させる可能性もある。そのため，研
究者や教育現場の指導者を中心に，失敗を回
避させるための様々な実践研究が行われて
きた。それらは，生徒の失敗を未然に防ぐこ
とを主眼においた有益な研究事例である。生
徒は製品を完成させることに様々な期待を
込めているため，指導者が「失敗は極力回避
させたい」と考えるのは自然な流れである。
失敗を未然に防ぐ指導は，完成度の高い製作
品へと導き生徒の達成感や成就感を培う学
習支援の一つと考えられる。 
失敗を回避させる研究が多数行われてい

る一方で，学習活動における失敗の有益性に
ついても様々な方面から述べられている。そ
こでは，トラブルシューティングを中心とし
た問題解決的な学習が見られる。それらの研
究は，失敗体験を学習活動の中に積極的に取
り入れることにより学習効果を高めようと
したものである。しかしながら，技術科の研
究で，トラブルシューティングの効果をデー
タに基づいて検証した研究は，応募者の調査
の範囲では見あたらない。 
 
(2) 試行錯誤できるトレーニング教材 
技術分野では思考力・判断力・表現力は工

夫し創造する能力に位置づけられ，主に製作
品の設計を通じて身につけさせることが求
められている。そして，それらは試行錯誤す
る学習の中から生まれると考えられる。しか
しながら，技術科における試行錯誤の実践研
究は，筆者の調査の範囲では，教師から与え
られた課題を解決するものが大半を占めて
いる。技術科においては，生徒自らが持つ生
活の課題を解決する視点，その状況下で使用
できる限られた条件のもと，個々の生徒に応
じた「最適解」を導き出させるオーセンティ
ックな試行錯誤が重要であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，中学校 技術科の学習におい

て「技術的能力を高める先行体験学習」につ
いて検討し具体的指導法の開発を試みる。そ
して，開発した指導法の有用性を教育実践か
ら検証し，先行体験学習のありかたを考察す
る。具体的には，次の２点に焦点を当てた指

導法の開発を試みる。１点目は，既有スキー
マを再構成し知識の真正性を促すための「失
敗から学ばせる先行体験学習」，２点目は，
思考力・判断力・表現力を促すための「試行
錯誤への動機付けを高めるトレーニング教
材」である。 
 
３．研究の方法 
上記の視点をもとに開発した指導法を，中

学生を対象に実践する。そして，質問紙やペ
ーパーテスト，技能試験などの定量的検証や，
行動分析・面接法等の質的検証から考案した
指導法の教育効果を検証する。 
 
４．研究成果 
(1) 失敗から学ばせる先行体験学習 
のこぎり引きにおける失敗先行体験学習

を実施し，その教育効果について検証した。
実践の結果，同学習を体験した群とそうでな
い群を比較すると，体験した群のほうが技能
知識の有意な定着が見られ，誤った既有スキ
ーマの再構成が確認できた（雑誌論文③）。 
 
(2)試行錯誤への動機付けを高めるトレーニ

ング教材 
ここでは，主要な研究成果として，以下の

3件の教材開発が達成できた。 
1 件目は，木材加工の設計学習において，

支援を要する生徒においても無理なく設計
が行える「スチレンボードを用いた試作によ
る指導法」を考案し,  教育実践から同指導
法の効果を検証した。行動観察の結果，それ
ぞれの生徒が使用目的，使用条件に即した製
作品を無理なく設計していく様子が見られ
た。スチレンボードを用いた指導法が効果的
な補助具の役割を果たし，設計の具現化が容
易に行われることが推察された（雑誌論文
④）。 
2 件目は，新エネルギーへの関心を高める

ための導入製作題材として，圧電素子を用い
たエネルギー変換学習の教材を開発した。本
教材「LED Saving Box」は，コインをボック
スに投入した際に，圧電素子に衝突した際の
歪みによる電圧でLEDを光らせるよう設計し
ており，電源を必要としない。同教材は，ESD
への関心を高める先行体験学習に応用し，具
体的なカリキュラムを考案している（雑誌論
文①）。 
3 件目は，エネルギー変換学習において，

回路設計のための試行錯誤が容易に行える
ためのスイッチ基盤「STF 基盤」を考案し，
同基盤を用いた製作題材（My Woody Lamp）
や，協同学習用の実践ボードを開発した。教
育実践から同教材の教育効果を検証した結
果，電気回路への関心が有意に高まるととも
に，回路設計に関する思考力を身に付けてい
く様子が見られた（学会発表①，③）。 
 
(3)その他の研究成果 
本研究の背景を確認するため，技術科教育



の現状と課題について国内の歴史的系譜及
び国際的な傾向について調査しまとめてい
る（雑誌論文②）。また，研究目的に関連す
る指導法を考案し発表を行っている（学会発
表②，③，④，⑤，⑦）。 
 

(4) 課題と展望 
本研究を通じ，特に研究目的の 2点目であ

る「試行錯誤への動機付けを高めるトレーニ
ング教材」の研究については，想定していた
以上に様々な教材や指導法が開発でき，計画
を上回る研究成果が得られたと考えている。
これらは，思考力・判断力・表現力を高める
先行体験学習の具体事例として有益な資料
になると期待している。しかしながら，研究
目的の 1点目である「失敗から学ばせる先行
体験学習」の研究成果は，先行実践の検証及
び理論化による論文発表の 1件のみで，その
後は当初の想定通りに進まなかった。その原
因は，失敗を取り扱う研究に対して学校現場
は慎重な姿勢を示したことにある。今後は，
学校現場への配慮や共同研究の在り方につ
いて再検討しつつ，失敗体験の有益性につい
ての研究を進めたい。 
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